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国勢調査人口の推移（1980-2020）

・総人口（国勢調査）は、2000（平成12）年をピークに減少

・1995（平成７）年を境に、「-■-14歳以下割合」と「-■-65歳以上割合」が逆転 2



社会動態の推移（1974-2022）

・2000（平成12）年の人口減少（国勢調査）に比例し、移動者数も減少

・2018（平成30）年以降、４年連続で転出超過 3



年代別・移動理由別移動者数（2019-2022・直近３か年計）

・「■就学・卒業」で、15-19歳は転入超過し、20-24歳では転出超過する

・「■就職」で、20-29歳は転出超過し、30-39歳では転入超過する

・「■転勤」で、20-49歳は転出超過し、「■結婚・離婚等」で、25-39歳は転入超過する

吹出は±50人以上の
項目を抜粋表示
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Ｕ・Ｉターン者の推移（2015-2022）

・新型コロナ発生以降で「■Ｉターン者」が増加しているが、因果関係は不明

・テレワーク環境普及等の社会情勢変化も考えられるが、コロナ後どうなるか検証必要 5



自然動態の推移（1974-2022）

・2005（平成17）年以降 自然減が進行し、2022（令和４）年は４桁（△1,136人）に達した

・出生数は2020（令和２）年から1,500人を割り込んでいる 6



合計特殊出生率の推移（2005-2022）

・「-●-松江市合計特殊出生率」は2015（平成27）年をピークに減少し、近年は1.5を若干

上回る値で、横ばいで推移するも、20-39歳人口の減少などにより出生数は減少

47,076人51,523人 41,144人 39,131人

20-39歳人口（国勢調査）

4,447人減 5,932人減 2,013人減

12,392人減
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人口ピラミッド（2020国勢調査）

・自然減（死亡者数が多い状態）は、「■若年層人口」に対し、「■老年人口」が1.56倍

（男性1.27倍、女性1.89倍）と高いことから、今後も続くと予測される

老年人口
25,123人

高年層
12,030人

中年層
25,543人

若年層
19,812人

年少人口
13,359人

生産年齢人口
57,385人

老年人口
34,375人

高年層
12,513人

中年層
25,487人

若年層
18,162人

年少人口
12,572人

生産年齢人口
56,162人

男性計：95,867人 女性計：103,109人 総計：198,976人
※その他、年齢不詳が4,640人あり、総合計は203,616人
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